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ホームページの応募フォームから

に

　　東京大学大学院情報学環

　　　　　　　　　　センタ　　　　ほ

　松尾一・郎

※駅構内および車内の携帯電話の
ごまり　マナ　にご　カください　

JR西日本財団　囲

一迂．ぴ・1．

一■ホームページからご応募いただいた方全員に、期間限定の「アーカイブ配信」をご案内します。

今後の新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、会場定員等の変更をさせていただく場合があります。

　　　　　　　　　　主催：公益財団法人JR西日本あんしん社会財団　協力：西日本旅客鉄道株式会社

回策醤首本あんし£栽曇篇薗
～2023216



2022年度

セミナー

タイムライン防災は、2022年中央防災会議で国や都道府県、市町村の防災

計画に位置づけることが努力義務化された。この新たな防災計画～タイムラ

イン～がなぜ重要なのか、コミュニティ（自治体・町内会）や家族のタイムライ

ンなど、その効果と今を学び、講演の後半では家族のタイムラインを参加者の

みなさんと一緒に作ってみたいと思います。

講師プロフィール

コンサルタンツエンジニア時代の社会基盤施設の運用管理や

高度化、防災システムや防災計画・運用評価調査を手始めに

水害・地震・火山災害など様々な自然災害のAAR／IPを取り

組む中で実証的な調査研究を実施。2000年有珠山噴火や

2011年東日本大震災後の被災者復興まちづくりを被災自治体

や住民組織と協働する。東日本大震災以降は、消防団や民生

委員児童委員など地域の守り手を災害から守る取組を支援し

ている。タイムライン防災の第一人者として、いま流域防災タイ

ムライン、コミュニティタイムライン、自治体タイムラインなどを国

内普及と啓発に尽力している。

　　東京大学大学院情報学環
総合防災情報研究センター客員教授

　　　松尾一郎

応募方法

ホームページの

応募フォームから

を選択

　　JR西日本財団　圃

※ご応募いただいた個人情報は当セミナーの抽選
案内通知等及び当財団からのお知らせ以外の目的
には使用致しません。

　　　　　定員50名

応募多数の場合は抽選となります

1月末頃に参加証をお送りします
※抽選の結果は参加証の発送をもって代えさせていただきます。

当選されなかった場合でも再応募なしで
　「オンライン参加」をご案内いたします。
　※八ガキ申し込みは対象外とさせていただきます。

o

当日は参加証を必ずE’持参のうえ、

　　　会場にお越しください
※後ろ姿や体の一部がカメラに映り込む場合があります。

※コロナ対策として、間隔を設けた席配置で開催します。

※入場の際はマスクの着用が必要です。

　応募者全員に
ご参加いただけます

2月17日以降に参加用のURLと
個別パスワードをお送りします

※当日の詳細についてご登録のメールアドレスに

　送付します。

開始時刻までにURLにアクセスし、
　　　　E’参加ください

※インターネット接続環境が必要です。

※インターネット接続料および通信料はご負担いただきます。

予めご了承ください。

　　

①

　　　　　　ホームページからご応募いただいた方全員に、期間限定の「アーカイブ配信」をご案内しますので、
　　　　　　当日ご参加いただけなかった場合や、もう一度ご視聴されたい場合にご利用ください。

なお、ホームページから応募できない場合は、ハガキに「2022年安全セミナー参加希望」と明記の上、0氏名・
フリガナ②郵便番号③住所④電話番号を記載し、下記の宛先へお送りください。1枚につき1名様のご応募とします。

　〒530－8341大阪市北区芝田二丁目4番24号　　　八ガキによる応募は「会場参加」の申し込みとして受付し、
　　　　　　JR西日本あんしん社会財団　　　　　ご参加いただける方には参加証をお送りします。
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